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 小児科外来には、毎日約20人の患者さんが来られ

ますが、その多くは風邪です。 

 風邪の9割以上はウイルスの感染症です。いわゆる

「かぜウイルス」は200種類以上存在し、抗生剤は効き

ません。去痰剤や咳止め、解熱剤などで症状を和らげ

ながら、自分の免疫システムがウイルスを退治するのを

待つことになります(通常4日程度かかります)。 

 残り数％がマイコプラズ

マや溶連菌などの細菌の

感染症で、これは抗生剤

の治療対象となります。 

 “風邪はウイルス感染症

なので、抗生剤は効かな

い”とはっきり言えばスッ

キリして分かりやすいので

すが、この数％の細菌感染症の存在が少し話を複雑に

します。 

 

 発症早期にウイルス性か、細菌性かを見分けることは

通常困難です。しかし、両者の頻度の差を考えれば、

初診時にはどちらもウイルス性と判断されることが多い

でしょう。細菌感染症の場合は症状(特に発熱)が長引

くので、患者さんは再診することになり、そこで検査・診

断され抗生剤を処方されます。 

 

 以上をまとめると、“風邪の9割以上はウイルスの感染

症なので、抗生剤はほとんどの場合効かない”と言うこ

とになります。このことは、ご存じの方も多いでしょう。 

 時々、初診時から抗生剤を強く希望される保護者の

方がいらっしゃいます。 

 過去に、“子供が最近風邪と言われて抗生剤を処方

されなかったのに、後日肺炎(マイコプラズマや細菌性)

と診断されて入院した”という

苦い経験のあるお母さんも多

いようです。“抗生剤を最初か

ら内服しておけば肺炎になら

ずに済んだのに！”と言うこと

なのでしょう。確かに、以前は

細菌性の風邪を考慮して、「念のため」抗生剤を処方

されることも多かったようです。 

  

 小児科では、子供にも比較的副作用が少ないとされ

るマクロライド系やセフェム系などの抗生剤がよく使わ

れました。しかしその結果、薬剤耐性菌が増加し、医

療現場で感染症治療に支障を来す事態となりました。 

 

 その一環として、今年の4月の診療報酬改定で「小

児抗菌薬適性使用支援加算」が算定できるようになり

ました。これは初診時に風邪と診断された乳幼児に対

し、抗生剤が不要である旨を文章で説明した上で、抗

生剤を処方しなかった場合に加算が頂けるというもの

です。不要な抗生剤の処方を減らす目的があります。

乳幼児の医療費は自治体により助成があり、患者さん

の窓口負担はないケースが多いと思います。保護者の

方のご理解とご協力をお願いします。 
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こ
ん
に
ち
は
。
総
合
診
療
科
の
下
村

茉
希
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
『
け
ん
し
ん
』
を
受
け

て
い
ま
す
か
？ 

 

 
 

  

 

「
健
康
診
断
＝
健
診
」
は
健
康
で
あ

る
こ
と
を
診
断
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
「
検
診
」
は
が
ん
検
診
な
ど
特
定

の
病
気
を
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

 
ど
ち
ら
か
を
も
う
お
済
の
方
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
の
方
、
ど
ち
ら
も
受
け
る
予

定
が
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。 

 

35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
が
受
け
る
一
般

健
診
や
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
が
受
け

る
特
定
健
康
診
査
な
ど
様
々
な
健
診
が

あ
り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
方

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

小
国
町
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

は
約
4

割
で
、
40

～
50

歳
代
の
働
き

盛
り
の
方
の
受
診
が
特
に
少
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

病
院
を
受
診
さ
れ

る
患

者
さ

ん

の
中

で
、
「
今
ま
で
病
気

を
し

た
こ

と

が
な

い
」
「
病

院

に

か

か
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る

方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
本
当
に
生
涯
健

康
な
方
か
、
病
気
に
気
付
か
ず
に
過
ご

さ
れ
て
き
た
方
の
ど
ち
ら
か
と
思
い
ま

す
。 

 

健
診
で
発
見
さ
れ
る
疾
患
は
主
に
高

血
圧
症
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
と

い
っ
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

で
す
が
、
こ
れ
ら
は
初
め
の
う
ち
に
は

症
状
が
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
い

つ
か
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た

心
血
管
の
病
気
に
つ
な
が
る
可
能
性
の

高
い
疾
患
で
す
。 

 

現
在
治
療
中
の
疾
患
が
あ
る
方
も
検

診
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
定
期
的
に
自
分
の
体

の
こ
と
を
知
り
、
い
き
い

き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
健
康
寿
命
を
延
ば
し

ま
し
ょ
う
。 
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ゆたぁ～と新聞 

平
成
11
年
6
月
に
開
設
さ
れ
た
お
ぐ
に
老

人
保
健
施
設
も
20
年
目
と
な
り
ま
す
。 

 

開
設
5
年
目
の
利
用
入
所
者
様
の
平
均
年

齢
86
歳
で
し
た
が
、
現
在(
H

30
年
9
月

末)

、
平
均
年
齢
90
・
4
歳
、
平
均
介
護
度

２
・
１
と
な
り
、
介
護
の
重
度
化
、
認
知
症

患
者
の
増
加
な
ど
「
超
高
齢
化
」
を
実
感
す

る
統
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
来
、
介
護
保
険
施
設
と
は
、
「
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
し
、
家

庭
へ
の
復
帰
を
目
指
す
た
め
に
、
医
学
的
管

理
の
下
、
看
護
・
介
護
と
い
っ
た
ケ
ア
は
も

と
よ
り
、
作
業
療
法
士
や
理
学
療
法
士
に
よ

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
栄
養
管

理
・
食
事
・
入
浴
な
ど
の
日
常
サ
ー
ビ
ス
ま

で
併
せ
て
提
供
す
る
施
設
」
で
す
。 

つ
ま
り
、
『
在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援

の
た
め
の
施
設
』
で
す
が
、
介
護
者
の
問
題

や
住
宅
問
題
、
身
体
問
題
な
ど
、
長
期
に
わ

た
り
施
設
で
生
活
さ
れ
る
方
が
増
加
し
、

「
施
設
間
交
互
利
用
」
や
「
短
期
間
の
自
宅

復
帰
」
と
い
う
現
状
が
、
当
施
設
の
み
な
ら

ず
全
国
的
に
も
同
じ
傾
向
に
あ
り
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
で
も
「
本
来
の

老
健
の
形
に
戻
そ
う
」
と
い
う
取
り
組
み

に
、
今
後
、
当
施
設
で
も
方
針
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
ご
利
用
中
、
今
後
利
用
を
考
え
て
お

ら
れ
る
ご
家
族
の
方
々
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

当
施
設
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
機
能
回
復
・
維
持
向
上
の
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
開
設
当
初
よ
り
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
職
員
は
多
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
心
配
の
事
・
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
の
で
、
ご
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
は
、
お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
ま
で
お
電

話
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
様
が
安
心
し
・
安

全
・
快
適
な
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

  

最
後
に
、
当
施
設
で
一
緒
に
働
い
で
く
だ

さ
る
看
護
師
・
介
護
士
の
方
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。 

☆ 新 職 員 紹 介 ☆ 

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設 

主
任
看
護
師 

小
田
栄
美 

 
次号のゆたぁ～と新聞は、 

H31年1月上旬に発行予定です。お楽しみに!! 

～ 支 援 看 護 師 紹 介 ～ 

お家で出来る簡単な足の体操をご紹介します。 

大腿部(ふともも)の筋力をつけることで、歩行

が安定し、転倒防止、膝の痛みの軽減に繋がり

ます。 

  

★朝・昼・晩 交互に片足ずつ10回 

 
毎日行うと効果的です。慣れてきたら回数を増

やしましょう。『継続は力なり!!』です 

甘
い
も
の 

控
え
て
予
防 

糖
尿
病 

詠
み
人 

   

院
・素
凜(

ｲ

ﾝ

ｼ

ｭ

ﾘ

ﾝ) 

 緖方 菜月 看護師   

所属：3階病棟 
特技・趣味 ： 散歩 

  
10月に熊本赤十字病院からきまし

た。半年間、病棟で働かせていただ

きます。地域包括ケアに関わるのは初めてなので、色々

学ばせていただき、地域に貢献できる様に一生懸命頑張

ります。 

 小川 麻夜 理学療法士   

所属： リハビリテーション科 
 
 9月より勤務させて頂く事になりま

した、小川麻夜と申します。 

 これまでは“小国郷内の施設に勤

務させて頂き、訪問リハビリを中心

に業務に携わってまいりました。また、

南小国町出身と言うこともあり顔見知りの方も多く、早くも

色々な面で助けて頂いております。今後は小国公立病院

のリハビリスタッフの一員として地域の皆様に貢献できる様

努めて参ります。どうぞよろしくお願い申しあげます。 

≪リハビリ・サークル活動・レクレーション活動風景≫ 

 川 柳 
職 員 


